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1～３月 取組の現状、課題 今後の予定

毎年
　４月 ２月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 【共通】福祉部局・砂防部局との連携
強化のための連絡先リストを作成

・福祉部局・砂防部局の連絡先リストを作成 1

1-1-1浸透対策、パイピング対策、流下能力対
策の実施
　　　天神川　牧地区（パイピング対策、流下能
力対策）の実施

R2 ●
【国交省】：天神川　牧地区
（パイピング対策、流下能力対策）の
実施中

【国交省】：引き続き実施

   　 国府川　米積（パイピング対策、流下能力
対策）の実施

R2 ●
【国交省】：国府川　米積
（パイピング対策、流下能力対策）の
実施中

【国交省】：引き続き実施

　　　小鴨川　中流部（流下能力対策）の実施 R2 ●
【国交省】：取組方針に基づく区間に
ついては対策完了

【国交省】：掘削等について、整
備計画に基づき継続して実施

1-2-1
　堤防天端の保護を目的とした舗装の実施

H28
（R2～県）

● ● 【国交省】：対策完了
【鳥取県】：中部管内で3河川に
おいて堤防舗装実施予定

1-3-1
　洪水に対しリスクの高い箇所を監視する
危機管理型水位計の整備

順次実施 ● ●

【国交省】：危機管理型水位計を20箇
所に設置し（平成30年度）、「川の水
位情報」で観測水位を公開（平成30
年12月）危険水位を公表
【鳥取県】：中部管内で２箇所設置
（令和元年度）

【鳥取県】：中部管内で4箇所に
設置予定

1-3-2
　避難の目安となる目標物等のリアルタイ
ム映像（河川監視用カメラ）の提供設備の
整備

順次実施 ● ●

【国交省】：危機管理型水位計の設置
箇所周辺に簡易型河川監視カメラを
14箇所設置
【鳥取県】：中部管内で新たに2箇所
（玉川上流、鴨川下流）に河川カメラ
を設置

【国交省】：簡易型河川監視カメ
ラを1箇所設置予定（天神川左岸
1.7k）
【鳥取県】：中部管内で1箇所に
設置予定

・簡易型河川監視カメラを設置予定 25

1-3-3
　浸水想定区域内の市町村庁舎や災害拠点
病院等に関する情報を共有し、各施設管理
者等に対する洪水時の情報伝達体制・方法
について検討

順次実施 ● ● ● ● ● ●

【国交省】：各市町に庁舎、避難所等
の施設の浸水深情報を提供
【鳥取県】：災害拠点病院への連絡体
制は「鳥取県災害医療活動指針」連
携体制図に基づき実施
【湯梨浜町】：防災無線による伝達

【三朝町】：観光協会や旅館組合
を通じた温泉街や観光客への連
絡方法等を今後検討
【北栄町】：洪水時の情報伝達体
制・方法を検討

・引き続き実施 34

1-3-4
　想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基
づく行政機関の災害対策本部や災害拠点病
院等の機能確保対策（耐水化、非常用電源
等）の検討

H28～検
討実施

● ● ● ● ● ●

【国交省】：職員執務室を２階以上に
移動
【鳥取県】：災害拠点病院（厚生病院）
のバックアップ発電機を３階屋根部へ
設置
【倉吉市】： R2.1月にオープンした第
二庁舎では屋上に電源施設を設置
【湯梨浜町】：防災行政無線機器更新
に合わせ、２階以上に移設（令和2年
3月完了）

【全市町共通】：各市・町の機能
確保対策の検討を引き続き実施
【三朝町】：災害対策執務室の移
動対応を検討
【湯梨浜町】：令和２年度、庁舎
屋外発電設備の浸水対策の実
施
【北栄町】：継続実施

・引き続き実施 35

1-3-5
　避難場所・避難所の確保及び関係防災施
設の整備についての検討・調査

H28～検
討実施

● ● ● ● ● ○ ○

【国交省】：各市町に合併図、避難場
所・避難所周辺の浸水深情報を提供
【市町】：計画規模・想定最大規模の
洪水浸水想定区域に対して利用でき
る避難場所・避難所を整理（平成31
年度　地域防災計画に掲載）

【倉吉市】：計画規模・想定最大
規模の洪水浸水想定区域に対し
て利用できる避難場所・避難所
を検討

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

1-1洪水を安全に流すためのハード対策の推進

・引き続き堤防等の河川管理施設の整備を実施 41

1-2危機管理型ハード対策の推進

1-3避難行動に資する基盤等の整備

幹事会開催

○ ○ ○ ○協議会開催
毎年

出水期前
○ ○ ○ ○
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実施する機関 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

倉
吉
河
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第２回協議会

設 計

第５回協議会 第６回協議会

現地施工

整備方針の検討

20基施工

倉吉河川国道事務所機能確保対策の検討 庁内改修等

策定支援・情報提供

設置計画作成危険箇所の把握

避難場所・避難所確保数等の検討・設定

7月12日開催

第１回協議会

10月7日開催 5月17日開催

7月21日8月18日 3月28日 4月27日

施 工

施 工施 工

基準観測所の10分間静止画像の提供

対策完了

災害対策室移動（２Ｆ ３Ｆ）

用地調査

施 工

第３回協議会 第４回協議会

2月8日開催

3月23日

施 工

庁舎や災害拠点病院の情報共有・洪水時の情報伝達体制・方法の検討

監視カメラの整備

施設浸水深情報の提供

中部総合事務所防災対策機能強化整備

5月14日開催

4月23日

各市・町の機能確保対策の検討

災害拠点病院の機能確保対策の検討

取組方針に基づく区間

については対策完了

12月25日開催

情報提供

情報提供5基施工

情報提供5基施工

3月14日

掘削等について、整備計画に基づき継続して実施

第７回協議会

5月23日開催

5月

5月開催予定

赤：市町の取組、緑：県の取組、青：国の取組、橙：市町・県・国が協力して実施する取組、紫：県・国が協力して実施する取組、桃：市町・国が協力して実施する取組　　　　　塗りつぶし：実施済みの項目、斜線：予定の項目（未実施）
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倉
吉
河
国

1-4-1
　県管理区間や天神川氾濫に関係する２級
河川における想定最大規模降雨を対象とし
た浸水想定区域図及び氾濫シミュレーショ
ンの公開

H30 ●

【鳥取県】：洪水浸水想定区域図を公
表（由良川：平成30年9月7日、三徳
川：平成30年6月5日、東郷池：平成
30年6月5日公表）
【国交省】：浸水ナビ・ハザードマップ
ポータルサイトで計画規模の氾濫シ
ミュレーションを公開

【鳥取県】：浸水ナビで氾濫シミュ
レーションを公開予定
【鳥取県】：東郷ダム下流部にお
ける浸水想定図（想定最大規
模）の公表予定（令和２年８月
頃）

【国交省】：国と県の想定最大規模の
洪水浸水想定区域の合併図を作成
（平成30年10月説明）
【国交省・鳥取県】：合併図の取り扱
い上の留意点について説明資料を作
成、関係市町へ提供完了

実施済み

-

【倉吉市】：避難計画の見直し
【三朝町】：必要に応じて対応
【北栄町】：継続実施
【全市町共通】：応急的な退避場
所の必要性について検討を着手

・応急的な待避場所の必要性について検討着手 28

-

【倉吉市】：避難計画の見直し
【三朝町】：必要に応じて対応
【北栄町】：想定最大規模に対応
できる避難所の確保及び広域避
難含めた避難計画の検討

・協議会においてハザードマップの作成状況等の
重要インフラ緊急点検結果・通知内容を共有予定
・本省からの資料を受けて、協議会において、ハ
ザードマップの作成、周知、訓練等への活用に関
する優良事例の共有

16

・本省より、まるごとまちごとハザードマップ作成の
手引きや実施の効果や有効性等の取扱ポイント
が配付の後、協議会において周知共有

19

-
【倉吉市】：避難計画の見直し
【三朝町】：必要に応じて対応
【北栄町】：継続実施

・本省の自治体への実態調査結果の取りまとめを
受けて、協議会において周知共有予定

13

-

【全市町共通】：広域避難を必要
とする場合は、隣接市町村等に
おける避難場所の設定や洪水時
の連絡体制等について協議会で
協議

1-4-5
　水害ハザードマップの作成・改良後は、
国において速やかに国土交通省ハザード
マップポータルサイトへ登録し、住民等へ
広く周知

順次実施 ● 【国交省】：各市町の想定最大規模の
水害ハザードマップ作成後に実施

【国交省】：引き続き実施

1-5-2
県管理区間の氾濫危険水位等の見直しに

伴う市町の避難勧告等判断基準の見直し、
また、これに伴う避難勧告発令等に着目し
た水害対応タイムラインの変更

H28～検
討実施

● ● ● ● ○ ○ ○ 【全市町共通】：対応完了 ・市町等関係機関と水害対応タイムラインを確認 3

1-5-3
水害対応タイムラインを活用して、河川

管理者は洪水対応訓練を実施し、また市町
は関係機関と連携して避難訓練等を実施し
て、明らかになった課題等を踏まえ、避難
勧告の発令基準や水害対応タイムライン等
を見直し

順次実施 ● ● ● ● ● ● ●

【三朝町】：水害を対象に県・消防・警
察等を含む職員向け訓練を実施（令
和元年6月27日）
【湯梨浜町】：令和元年度は地震を想
定した総合訓練を実施
【北栄町】：水害を対象に総合防災訓
練を実施（令和元年９月１日）
【全市町共通】：水害対応タイムライン
の見直し確認（修正なし）

【全市町共通】：訓練等引き続き
実施

・協議会において連絡体制を確認。訓練等を実施
し、タイムラインを検証し、必要に応じて改訂

2

・本省より「要配慮者利用施設における避難に関する計
画作成の事例集」の医療施設に関する事例配付の後、協
議会において周知共有
・本省より運営マニュアル（改定版）配付の後、協議会等
の場を通じて共有予定

14

・要配慮者利用施設に定められた小学校、中学校に対し
て避難確保計画の作成、小学校、中学校が作成した避難
確保計画に基づく避難訓練を通じた防災学習の実施に努
めるよう支援体制の構築。対象となる小学校、中学校の
状況をとりまとめる。

20

1-5-5
夜間、荒天時の避難勧告等の発令基準の

作成・避難誘導体制の検討
順次実施 ● ● ● ● 【全市町共通】：明るい段階で早めに

避難所を開設するようにしている。
【全市町共通】：引き続き実施

1-5-6
水害ハザードマップの作成、周知及び訓

練等への活用に関する優良事例を収集し、
「水害ハザードマップ作成手引き」を充実
し市町へ提供

順次実施 ●
【国交省】：水害ハザードマップ事例
集、水害ハザードマップの利活用事
例集を各市町に提供

【国交省】：「水害ハザードマップ
作成手引き」の充実・提供

1-5-7
　水害ハザードマップの訓練等への活用

順次実施 ● ● ● ●

【倉吉市】：防災マップ作りと合わせて
図上訓練を実施（今後は公表するハ
ザードマップを用いて実施予定）
【湯梨浜町】自主防災組織における
講習、訓練（３４団体）

【全市町共通】：引き続き実施

1-5-8
　避難所開設等災害対応人員の確保

H28～検
討実施

● ● ● ● 【倉吉市】：検討中 【全市町共通】：引き続き実施

○

【鳥取県】：事業者説明会を実施
【国交省】：協議会でマニュアルを共
有

■避難確保計画作成
【倉吉市】：119/158施設(R2.1月現在)
【三朝町】：5/6施設
【湯梨浜町】：4/20施設
【北栄町】：10/13施設

【倉吉市】： 要配慮者施設に対
し、新たに作成した水害ハザード
マップをもとに避難確保計画の
作成・見直しを行うよう依頼
【三朝町】：防災学習会の実施
【湯梨浜町】：すべての施設にお
ける計画策定推進
【北栄町】：講習会等により要配
慮者利用施設の避難確保計画
作成促進、訓練実施の支援

・2020年（令和2年）度の出水期までに多機関連携
タイムラインを策定

4

1-5-4
　要配慮者利用施設の避難確保計画の作成
の促進・避難訓練の実施

H28～検
討実施

● ● ● ● ○

【共通】：多機関連携型タイムラインを
作成

【共通】：多機関連携型タイムライ
ンの運用及び検証・振り返りの
実施

● ●

1-5避難の円滑化・迅速化を図るための取り組み

1-5-1
　想定最大規模を想定した、住民避難に着
目した水害対応タイムラインの更新

H29～ ● ● ● ● ●

【湯梨浜町】：平成31年3月作成、令
和元年5月に全戸配布、小学校等の
要配慮者利用施設、旅館組合、商工
会等にも配布
【北栄町】：平成31年3月作成、平成
31年4月全戸配布、HPへの掲載
【倉吉市】： 令和2年3月作成
【国交省】：作成、周知、訓練等への
活用事例を紹介

【倉吉市】：令和2年4月全戸配布
【三朝町】：国・県の浸水区域図
へのリンク
【琴浦町】：R2年度中に作成し、
全戸配布予定。冊数は7千部。
洪水、土砂、津波に対応したもの
を作成。
【全市町共通】：周知を引き続き
実施

1-4想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知
等

1-4-2
　天神川直轄区間・県管理区間及び天神川
氾濫に関係する２級河川における想定最大
規模降雨における洪水浸水想定区域図、新
たに設定された家屋倒壊等氾濫想定区域、
土砂災害警戒区域等に基づく避難場所、避
難所、避難経路の設定及び避難計画の見直
し。当該市町村内の避難場所だけで避難者
を収容できない場合等においては、協議会
の場等を活用して、隣接市町村等における
避難場所の設定や洪水時の連絡体制等につ
いて検討・調整を実施
1-4-3
　必要に応じ広域的な避難の検討及び関係
行政機関との協議・調整を図り、水害ハ
ザードマップへ反映
1-4-4
　想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基
づく水害ハザードマップを作成し、洪水浸
水想定区域内の各戸・自主防災組織への配
布

H28～検
討実施

● ● ● ● ● ● ○ ●

県管理河川の浸水想定区域図検討・作成 公表

広域的な避難の必要性の検討

広域的な避難の関係機関との協議・調整

水害に対する警戒・避難情報のあり方検討会

タイムラインの変更(L1)

発令基準の作成（夜間・荒天・広域）

人員の確保・避難誘導体制の検討

作成支援・情報提供

合併図の作成

水害ハザードマップ活用事例の収集 「水害ハザードマップ作成手引き」の充実・提供

水害ハザードマップの周知

避難勧告の発令基準や水害対応タイムラインの見直し（必要に応じ実施）

水害ハザードマップの訓練への活用

水害対応タイムラインを活用した訓練の実施

9/2北栄町総合防災訓練

5/28天神川総合水防演習

4/28風水害対策訓練

説明資料作成・提供

倉吉市（検討会）

4/25風水害対策訓練

10/21湯梨浜町総合防災練

10/11 事業者説明会（県）
策定支援・情報提供

2/24・3/21 事業者説明会（国・県）

5/23 事業者説明会（県）

11月末事業者説明会

避難場所・避難所確保数等の検討・設定

策定支援・情報提供

多機関連携型タイムラインの策定

避難計画の見直し

ハザードマップの作成

赤：市町の取組、緑：県の取組、青：国の取組、橙：市町・県・国が協力して実施する取組、紫：県・国が協力して実施する取組、桃：市町・国が協力して実施する取組　　　　　塗りつぶし：実施済みの項目、斜線：予定の項目（未実施）
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○各取組項目におけるスケジュール（天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会）　平成28年度～令和2年度
具体的な取組の柱 備考欄

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月
４～６

月
７～９

月
１０～

　１２月
1～３月

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月
４～６

月
７～９

月
１０～

　１２月
1～３月

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月 取組の現状、課題 今後の予定

事    項 倉
吉
市

北
栄
町

湯
梨
浜
町

三
朝
町

琴
浦
町

鳥
取
県

気
象
台

令和２年度
令和元年度　取組状況

緊
急
行
動
計

画

該
当
番
号

赤字：緊急行動計画を踏まえて実施する取組
緑字：情報共有を図る事項

実施期間

実施する機関 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

倉
吉
河
国

1-6市長・町長に対し助言を行う者の育成及び派遣

1-6-1
市長・町長に対し助言を行う者の育成及

び派遣

1-6-2
河川防災担当職員等を対象とした研修の

実施

H28～定
期的に実

施
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

【共通】：水防連絡会・多機関連携タイ
ムライン検討会に際して、防災担当
者へ天神川の特性などを説明。
【鳥取県】：助言に関する勉強会を実
施（令和元年６月）

【共通】：引き続き実施

1-6-3
災害対応の初動対応から復旧に至るまで

総合的にマネジメントできる人材育成のた
めに、研修・訓練等へ参加

（市町職員の水害リスク学習会）

H28～定
期的に実

施
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

【共通】：水防連絡会・多機関連携タイ
ムライン検討会に際して、防災担当
者へ天神川の特性などを説明。
【鳥取県】建設技術センターによる研
修の活用
6月　激甚化する豪雨災害への対応
（県・市町村参加可能）

【共通】：引き続き実施

1-7防災教育（学習）や防災知識の普及 【国交省】：伊勢湾台風60周年のパネ
ル展を開催（令和元年5月～）

1-7-1
教育関係者等と連携して指導計画の作成

支援及び地域の特性に合わせた教材等の作
成

H28年～
順次実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
【国交省】：高城小学校をモデルに防
災教育の指導計画を作成

1-7-2
天神川水系の特徴を踏まえた水害（防

災）教育の拡充のために、指導計画を関連
市町における全ての学校に共有

継続実施 ● ● ● ● ● ○ ●

【国交省】：上小鴨、上北条、河北小学
校において防災教育を実施
【鳥取県】：浦安小学校（琴浦町）で防災
学習を実施（令和元年8月、60名)、泊小
学校（湯梨浜町）で防災学習を実施（令
和元年10月、22名）
【湯梨浜町】：小中学校（1校）で防災学
習を実施（令和元年8月、夏休学習）
【北栄町】：中学校（２校）で防災学習を
実施（令和元年９，１０月）

【国交省】：調整中
【鳥取県】小中学校から依頼が
あり、関係市町と調整の上、調
整がつけば実施

・引き続き、国の支援により作成した指導計画等
を協議会の関連市町における全ての学校に共有

20

1-7-4
学校教育関係者向け研修や講座等の開催

及び講師等の派遣

H29～定
期的に実

施
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

【国交省】：防災ステーション見学会を
実施（令和元年5月～）
【鳥取県】倉吉東ロータリークラブに
対して、「近年の災害と防災・減災（主
に土砂災害）」と題して講演（令和2年
2月、36名)

【国交省】：引き続き実施
【鳥取県】関係団体等から依頼
があり、関係市町と調整の上、
調整がつけば実施

1-7-5
河川防災に関わる市町の防災担当者向け

の説明会の開催

H28～順
次実施

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 【国交省】：洪水予報連絡会を開催
（令和元年5月30日）

【国交省】：引き続き実施

1-8避難を促す状況情報の提供

1-8-1
「川の防災情報」や地上デジタル放送の

データ放送の活用促進のための周知

H28～H29
出水期ま

で
●

【国交省】：事務所HP、新聞広告（令
和元年6月8日）で周知

【国交省】：引き続き実施

1-8-2
避難の目安となる目標物やリアルタイム

映像の配信・共有

H28～順
次実施

● 【国交省】：リアルタイム映像の配信 【国交省】：引き続き実施

1-8-3
自主防災組織（自治会等）への情報提供

の現状と課題把握を踏まえた災害時の情報
収集方法等の周知

H28～順
次実施

● ● ● ● ● ○ ○ ○
【湯梨浜町】：防災無線が聞こえない
という家庭があり、有線の音声告知
機で対応（令和元年７月～）

【全市町共通】：引き続き実施

・本省より、メディア連携の施策のフォローアップ
や取組状況、「災害情報（水害・土砂災害）用語・
表現改善点検会議」の検討結果や通知等があれ
ば協議会で紹介予定

6

・洪水予警報等の発表文の見直し、水害・土砂緊
急速報メール配信文について、周知共有

7

・日野川河川事務所、太田川河川事務所で、リア
リティのある災害情報を配信するために地域防災
コラボチャンネルプロジェクトを開始予定。検討結
果を協議会で、周知共有予定

8

【国交省】：事務所HP、新聞広告（令
和元年6月8日）で周知

【国交省】：引き続き実施●

・地域包括支援センターにハザードマップの掲示
や避難訓練のお知らせ等の防災関連のパンフ
レット等を設置

22

1-8-4
　スマートフォン等によるプッシュ型の洪
水情報発信

H29

● ○ ○ ○

【国交省】：上井地区、上小鴨地区、北
栄町総合防災訓練等全７箇所で地元住
民を対象に実施
【鳥取県】：吉田地区（三朝町）で支え愛
マップづくり（令和元年6月、30名)
【倉吉市】：自治会等からの依頼に基づ
き、防災訓練や防災マップ作成支援を
実施
■防災マップ作成状況
【倉吉市】： 198/218 (R2.1月現在)
【北栄町】作成済地区：17地区/対象地
区63地区）・4自治会、1介護老人保健施
設で防災研修会を実施

【国交省】：引き続き支援を実施
【鳥取県】地区等から依頼があ
り、関係市町と調整の上、調整
がつけば実施

1-7-3
　自主防災組織（自治会等）を対象とした
防災知識の普及及び防災マップの作成支援
の拡充

継続実施 ● ● ● ●

6/8洪水予報連絡会（28名参加）

指導計画の作成（高城小学校をモデル）

上小鴨小学校において

出前講座実施

モデル学校での実施

今後の展開の検討

事務所ＨＰで周知 ６月新聞広告

リアルタイム映像の配信

防災無線で周知

洪水予報連絡会 洪水予報連絡会

６月初旬 ６月初旬

自治会、市町の要請に基づき支援（講習会・自治会の検討会等への参加）

他機関と連携して取組を実施

雨天時等の課題について意見交換

プッシュ型の洪水情報発信体制を整備市町の広報にエリアメールの運用開始について掲載して周知 広報

関連市町おける全ての学校に共有

5/17第3回協議会 2/8第4回協議会

指導計画の作成支援

各市町教育委員会に教材を配布し実施を依頼

６月新聞広告

6/7洪水予報連絡会（第1回勉強会）（28名参加）

防災無線以外の情報提供・収集方法等の検討・整備・周知

11/22第2回勉強会(12名参加)

６月新聞

倉吉市報による

情報提供

洪水ハザードマップの

周知に関する説明会（6

名参加）

防ステ見学会（計7回）

防ステ見学会（計8回）

防ステ見学会（計19回）

6/7洪水予報連絡会（24名参加）

勉強会

洪水ハザードマップの

周知に関する説明会（6

名参加）

6/7第1回勉強会（8名参加）

11/22第2回勉強会（12名参加）

勉強会

勉強会 勉強会

人材育成のために研修・訓練等へ参加

広報

赤：市町の取組、緑：県の取組、青：国の取組、橙：市町・県・国が協力して実施する取組、紫：県・国が協力して実施する取組、桃：市町・国が協力して実施する取組　　　　　塗りつぶし：実施済みの項目、斜線：予定の項目（未実施）
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○各取組項目におけるスケジュール（天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会）　平成28年度～令和2年度
具体的な取組の柱 備考欄

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月
４～６

月
７～９

月
１０～

　１２月
1～３月

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月
４～６

月
７～９

月
１０～

　１２月
1～３月

４～６
月

７～９
月

１０～
　１２月

1～３月 取組の現状、課題 今後の予定

事    項 倉
吉
市

北
栄
町

湯
梨
浜
町

三
朝
町

琴
浦
町

鳥
取
県

気
象
台

令和２年度
令和元年度　取組状況

緊
急
行
動
計

画

該
当
番
号

赤字：緊急行動計画を踏まえて実施する取組
緑字：情報共有を図る事項

実施期間

実施する機関 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

倉
吉
河
国

２．急流河川の地域特性に応じた効率的・効果的な水防活動
2-1水防活動に資する基盤等の整備

2-1-1
　河川のリアルタイム映像（河川監視用カメラ）
の配信、共有（行政向け）

H29～順
次実施

○ ○ ○ ○ ● ●

【国交省】：行政向けとして国から県に
配信している画像を市町へ配信
【県】河川監視カメラ提供システムに
より画像配信

【国交省】：引き続き実施
【県】河川監視カメラ設置個所増

2-2水防活動の効率化及び水防体制の強化

2-2-1
　水防団員の募集、自主防災組織、企業等
の参画を促すための具体的な広報の進め方
について検討

順次実施 ● ● ● ● ● ●

【国交省】：水防月間に、水防団員の
募集、自主防災組織、企業等の参画
を促すために水防月間のポスターな
どを作成し周知
【国交省】：功労者表彰の実施

【鳥取県】：水防活動の参画を促
すための広報の進め方について
検討
【全市町共通】：水防活動の参画
を促すための広報の進め方につ
いて検討

・水防功労者大臣表彰について重要水防箇所の
点検等と合わせて記者発表実施予定

31

2-2-2
　洪水に対しリスクが高い区間（重要水防
箇所等）について、水防団や自主防災組織
（自治会）が参加した合同点検

H28年～
定期的に

実施
○ ○ ○ ○ ○ ●

【国交省】：水防団との合同点検を実
施（出水期前）

【国交省】：引き続き実施
・重要水防箇所や水防資機材等について出水期
までに共同して点検を実施

30

・他地整における避難訓練の実施状況や工夫事
例について協議会で共有予定

21

・多様な関係機関、住民等の参加により、より実践
的な水防訓練となるよう、訓練内容について近年
の水害を踏まえ検討、調整をして実施

32

2-2-4
　備蓄水防資機材の情報の共有、非常時の
相互支援方法の確認

H28年～
定期的に

実施
○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

【国交省】：出水期前にとりまとめ水防
連絡会で情報共有（令和元年5月30
日）

【国交省】：引き続き実施

2-2-5
　大規模な氾濫に対してより広域的、効率
的な水防活動が実施できるよう関係者の協
力内容等について検討・調整

順次実施 ● ● ● ● ● ● ○
【共通】：多機関連携型タイムラインを
策定（令和元年度内予定）

【共通】：多機関連携型タイムライ
ンの運用及び検証・振り返りの
実施

・協議会において、出水期における水防活動等の
振り返りのとりまとめ結果を共有予定

33

2-2-6
　災害発生時に被災状況やTEC-FORCE等に
よる支援活動を情報提供し、地方公共団体
間の相互支援を促し、災害対応力の向上を
図る

順次実施 ●
【国交省】：出水期前にとりまとめて市
町へ情報共有

【国交省】：引き続き実施

３．長期化する浸水を一日も早く解消するための排水活動等の取組
3-1排水計画の作成及び排水訓練の実施

3-1-1
排水手法の検討を行い、大規模水害を想

定した排水計画の作成
H30 ● ● ● ● ● ●

【国交省】：排水計画を作成
【共通】：減災対策協議会で関係機関へ排
水計画について説明、洪水予報連絡会で
防災担当者と共有

・排水作業準備計画の代表事例について協議会
で情報共有

37

3-1-2
　排水計画に基づく排水訓練の実施

H31～定期
的に実施 ○ ○ ○ ○ ● ●

【国交省】：排水計画を基に排水訓練に防
災ステーションにて排水訓練を実施（令和
元年5月27日）

【国交省】：排水計画を基にした排水
訓練を引き続き実施

3-2排水活動に資する施設等の整備

3-2-1
　効果的・効率的な排水施設、釜場等の
（施設）整備

3-2-2
　各施設管理者において施設の増強や耐水
化等の対策の実施

H31～順
次実施

● ● ● ● ● ●
【国交省】：施設の増強、耐水化
等の対策の検討を実施
【共通】引き続き実施

・整備などの情報を共有 38

3-2-3
　フラップ化等の無動力化を優先的に整備
する対象施設を抽出し、順次整備を実施

H29～順
次実施

●
【国交省】：余戸谷排水樋門を整備
（フラップ化）

【国交省】：残る樋門についても
順次フラップ化等を実施予定（令
和２年度は２箇所実施予定）

・引き続き樋門・水門等の無動力化を推進 48

●：取組計画書の作成機関 R2.5月現在　

【倉吉市】：市消防団水防訓練（令和元年8月
25日）
【三朝町】：水害を対象に県・消防・警察等を含
む職員向け訓練を実施（令和元年6月27日）
【湯梨浜町】：防災訓練実施（令和元年10月20
日）
【北栄町】：水害を想定した総合防災訓練を実
施（令和元年9月1日）
【琴浦町】県や国が行う訓練に参画

【共有】：引き続き実施○ ●
2-2-3
　水防技術講習会、関係機関や住民等が連
携した実践的な総合水防訓練

H28年～
定期的に

実施
○ ○ ○ ○ ○ ●

国から県に配信している画像を市町へ配信

水防演習5/28天神川総合水防演習9/11水防技術講習会

4/23水防技術講習会

排水計画検討

合同点検

合同点検 合同点検
8/31湯梨浜町で合同点検実施

9/26三朝町で合同点検実施

10/16倉吉市で合同点検実施

集計・確認・周知 集計・確認・周知 集計・確認・周知

訓練 訓練 訓練 訓練

排水活動に資する施設の整備

水防活動の参画を促すための広報の進め方について検討

多機関連携型タイムラインの中で検討

東新田場悪水樋管整備 順次整備

消防団の水防訓練（倉吉市）

市町との事業調整会議

情報提供

県・市町と共有

合同点検

集計・確認・周知

9/2北栄町総合防災訓練
10/21湯梨浜町総合防災練

水防技術講習会

市町との事業調整会議

情報提供

3/18倉吉市で合同点検実施

5/29三朝町で合同点検実施

4/25湯梨浜町で合同点検実施

4/6北栄町で合同点検実施

水防月間水防月間 水防月間 水防月間 水防月間

上福田３号排水樋門他２箇所整備

7/23 功労者表彰7/21 功労者表彰7/20 功労者表彰

市町との事業調整会議

情報提供

赤：市町の取組、緑：県の取組、青：国の取組、橙：市町・県・国が協力して実施する取組、紫：県・国が協力して実施する取組、桃：市町・国が協力して実施する取組　　　　　塗りつぶし：実施済みの項目、斜線：予定の項目（未実施）
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